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受
験
申
込
者
２
８
２
人

の
う
ち
２
６
３
人
が
受
験

（
受
験
率
93
・
３
％
）
し
、

56
人
が
合
格
し
た
。
合
格

率
は
、前
回
試
験
よ
り
０
・

５
％
低
い
21
・
３
％（
第

１
・
第
２
両
分
野
合
格
が

条
件
）。

●
受
験
者
の
種
別
構
成

〔
年
齢
別
〕

こ
れ
ま
で
の
試
験
で
は
、

受
験
者
、
合
格
者
と
も
30

歳
以
上
39
歳
以
下
が
最
多

で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
受

受
験
申
込
者
１
０
３
９

人
の
う
ち
９
２
５
人
が
受

験（
受
験
率
89
・
０
％
）し
、

３
２
３
人
が
合
格
し
た

（
合
格
率
34
・
９
％
）。

●
受
験
者
の
種
別
構
成

〔
年
齢
別
〕

受
験
者
、合
格
者
と
も
、

30
歳
以
上
39
歳
以
下
が
最

多（
受
験
者
数
３
７
５
人
、

合
格
者
数
１
３
１
人
）。

％
、合
格
者
数
１
４
２
人
、

同
44
・
０
％
）。

病
医
院
勤
務
者
は
、
受

験
者
数
２
３
９
人（
同

25
・
９
％
）、
合
格
者
数

１
０
４
人（
同
32
・
２
％
）。

〔
都
道
府
県
別
〕

受
験
者
全
体
で
は
、
団

体
受
験
が
多
か
っ
た
福
岡

県
が
１
８
７
人
と
最
多
。

次
い
で
、
東
京
都
82
人
、

大
阪
府
50
人
。

合
格
者
で
は
、
東
京
都

が
36
人（
全
体
の
11
・

１
％
）と
最
多
。
以
下
、
福

岡
県
35
人（
10
・
８
％
）、
鹿

児
島
県
24
人（
７
・
４
％
）

と
続
く
。
そ
の
他
、
詳
細

は
本
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
さ
れ
た
い
。

験
者
、
合
格
者
と
も
40
歳

以
上
49
歳
以
下
が
最
も
多

か
っ
た
。

特
筆
す
べ
き
は
、
40
歳

以
上
49
歳
以
下
の
合
格
者

の
多
さ
で
あ
る
。
受
験
者

数
は
、
30
歳
以
上
39
歳
以

下
が
１
０
２
人（
全
体
の

38
・
８
％
）、
40
歳
以
上
49

歳
以
下
が
１
０
５
人（
同

39
・
９
％
）と
ほ
と
ん
ど
差

は
な
い
が
、
合
格
者
数
で

は
、
30
歳
以
上
39
歳
以
下

が
17
人（
同
30
・
４
％
）で

あ
る
一
方
、
40
歳
以
上
49

歳
以
下
は
31
人（
同
55
・

４
％
）
で
、
倍
近
い
差
が
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第
６
回「
医
療
経
営
士
２
級
」56
人
合
格
、第
10
回「
医
療
経
営
士
３
級
」３
２
３
人
合
格

「
医
療
経
営
士
２
級
」合
格
者
累
計
２
４
４
人

「
３
級
」合
格
者
累
計
２
６
６
７
人
に
！

一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
経
営
実
践
協
会（
代
表
理
事
・
吉
原
健
二
）は
10
月
20
日
、第
６
回｢

医
療
経
営
士
２
級｣

資
格
認
定
試
験
を
実
施
し
た
。

全
国
７
会
場
で
２
６
３
人
が
受
験
し
、56
人
が
合
格
し
た
。

ま
た
同
日
、第
10
回「
医
療
経
営
士
3
級
」資
格
認
定
試
験
も
実
施
し
、全
国
13
会
場
で
９
２
５
人
が
受
験
し
、３
２
３
人
が
合
格
し
た
。

第
６
回「
医
療
経
営
士
２
級
」資
格
認
定
試
験

第
10
回「
医
療
経
営
士
３
級
」資
格
認
定
試
験

＊1：「3級」取得者で、第4回試験までに、「2級」第2分野合格証明書を取得した者
＊2：「3級」取得者で、第4回試験までに、「2級」第1分野合格証明書を取得した者

◆第6回「医療経営士２級」資格認定試験 結果概要

合格率21.3％

両分野受験
（3級取得者）
第１分野受験

（第２分野合格
証明書取得者）＊1

第２分野受験
（第１分野合格
証明書取得者）＊2

合計

受験申込者数
（人）

218

10

54

282

受験者数
（人）

200

10

53

263

合格者数
（人）

30

9

17

56

◆第10回「医療経営士３級」
資格認定試験 結果概要

受験申込者数（人）
受験者数（人）
合格者数（人）

合格率

1,039
925
323

34.9％

生
じ
る
結
果
と
な
っ
た
。

〔
職
業
別
〕（
図
１
）

受
験
者
で
は
、
病
医
院

勤
務
者
が
91
人（
全
体
の

34
・
６
％
）と
最
多
で
、
次

に
金
融
機
関
勤
務
者
が
75

人（
同
28
・
５
％
）と
続
い

た
。一

方
、
合
格
者
で
は
、

金
融
機
関
勤
務
者
が
21
人

と
全
体
の
37
・
５
％
を
占

め
、
病
医
院
勤
務
者
を
抜

い
て
最
多
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
以
外
の
合
格
者
は
、

医
療
関
連
企
業
勤
務
者
11

人（
同
19
・
６
％
）、
そ
の

他（
個
人
等
）８
人（
同
14
・

３
％
）。

次
い
で
40
歳
以
上
49
歳
以

下（
受
験
者
数
３
１
０
人
、

合
格
者
数
１
０
７
人
）。

こ
の
順
位
は
、
過
去
累
計

（
１
～
10
回
）と
同
様
。

〔
職
業
別
〕（
図
２
）

受
験
者
、合
格
者
と
も
、

金
融
機
関
勤
務
者
が
半
数

を
占
め
る（
受
験
者
数
４

７
６
人
、
全
体
の
51
・
5

図1　2級合格者の職業別構成

病医院勤務者
16人

（28.6%）

医療関連
企業

勤務者11人
（19.6%）

金融機関
勤務者
21人

（37.5%）

その他（個人等）
8人

（14.3%）

図2　3級合格者の職業別構成

病医院勤務者
104人

（32.2%）

医療
関連企業

勤務者
37人

（11.5%）

金融機関
勤務者
142人

（44.0%）

学生3人
（0.9%）

その他（個人等）37人
（11.5%）

問い合わせ：一般社団法人日本医療経営実践協会事務局　☎03-5296-1933

2014年2月16日（日）第11回「医療経営士3級」資格認定試験　全国8会場で実施
【試験科目】
［医療サービス分野・基礎］
　医療人としての基礎知識（医療界・医療機関の構造／医療関連産業論）

［医療サービス分野・総合］
　医療史（医療法規・医療行政史／医療経営史／診療科目・診療技術の進化の歴史）
　医療法規・医療行政の基礎知識
　医療サービス概論（患者サービス論）
　医療人としての倫理（生命倫理／医療倫理）
【団体受験】
◇受験者10名を超える場合、団体としてまとめて申込できます。
◇一定の条件を満たした場合、認定会場制度をご利用できます。  ＊審査があります

受験エントリーはホームページから　http://www.JMMPA.jp

試験日

試験時間

受験エントリー期間

受験料支払締切日

受験料

受験資格

試験会場

2014年2月16日（日）

10：15～11：35（開場9：30、着席10：00）

12月4日（水）～2014年1月7日（火）

2014年1月10日（金）

クレジットカード払い、コンビニエンスストア払い、ゆうちょ銀行振込

8,400円（消費税5％込）、手数料別途

年齢、学歴、国籍等の制約はありません

札幌・仙台・東京・金沢・名古屋・大阪・福岡・鹿児島

受験エントリー締切間近!!  2014年1月7日（火）
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2014年1月号　2

前
回（
第
９
回
）の
３
級

資
格
認
定
試
験
の
申
込
者

数
は
９
６
１
人
だ
っ
た

が
、
今
回（
第
10
回
）、
申

込
者
が
１
０
３
９
人
と
な

り
、
つ
い
に
１
０
０
０
人

の
大
台
を
超
え
た
。

図
１
を
見
る
と
、
第
３

回
以
降
、
増
加
傾
向
が
続

き
、
第
８
回
試
験
で
大
幅

に
増
え
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
第
８
回
試
験
と
い

え
ば
、
金
融
機
関
勤
務
の

受
験
者（
３
７
７
人
）が
前

回
よ
り
１
０
０
人
以
上
増

え
、
医
療
機
関
勤
務
の
受

験
者（
２
０
９
人
）の
１
・

８
倍
に
急
増
し
た
回
で
あ

る
。本

紙
１
面
で
取
り
上
げ

た
よ
う
に
、
い
ま
や
３
級

受
験
者
の
半
数
が
金
融
機

関
勤
務
者
。
医
療
関
連
企

業
も
合
わ
せ
る
と
、
全
体

の
６
割
以
上
を
占
め
る
。

医
療
経
営
士
３
級
は
、

医
療
経
営
の
基
本
知
識
を

学
ぶ
の
に
有
用
な
資
格
と

し
て
、
多
方
面
で
認
識
さ

れ
始
め
て
い
る
と
考
え
て

か
っ
た
。
し
か
し
今
試
験

（
第
６
回
）で
は
、
金
融
機

関
勤
務
の
合
格
者
が
病
医

院
勤
務
の
合
格
者
数
を
上

回
る
結
果
が
出
て
お
り
、

医
療
機
関
外
か
ら
も
、
高

い
知
識
を
持
っ
た
人
材
が

輩
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。医

療
機
関
外
へ
の
広
が

り
が
、
資
格
の
認
知
度
向

上
や
業
界
全
体
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
協

会
で
は
、
今
後
も
大
学
等

を
含
め
、
幅
広
い
普
及
活

動
を
行
っ
て
い
く
予
定
だ
。

よ
い
で
あ
ろ
う
。

２
級
試
験
の
申
込
者

も
、
第
４
回
以
降
、
増
え

続
け
て
い
る（
図
２
）。

２
級
試
験
に
は
医
療
経

営
の
実
践
的
知
識
が
求
め

ら
れ
る
た
め
、こ
れ
ま
で
、

受
験
者
は
病
医
院
勤
務
者

が
中
心
と
い
う
印
象
が
強

今
試
験
の
３
級
受
験
申
込
者
が

ついに
１
０
０
０
人
を
突
破
！

金
融
機
関
や
医
療
関
連
企
業
で
も「
医
療
経
営
士
」の
認
知
度
が
高
ま
る

創業74年の医療機器専門メーカーで医院の開業支援を担当
今後はより多くの社員に医療経営士を広めていきたい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 フクダ電子株式会社　河村道男さん

医療機器専門メーカーである当社は、1939年
の創業以来、「お客様第一主義」を行動の基本とし、
ME（Medical Electronics）機器の開発を通して
医学の進歩に貢献することを経営理念に掲げてき
ました。取扱製品には、心電計やポリグラフ、生
体情報モニタなど呼吸・循環を中心とした機器が
あります。各都道府県に少なくとも１カ所以上の
販売会社・営業所を設け、地域ニーズを重視した
地域密着型の営業体制を敷いています。

私が所属する本社営業本部の事業推進部病設
企画課は、医院の開業支援を主な業務とした、当
社としては特殊な部署です。内科医を中心に年間
100件前後の開業支援実績があり、課の中心メ
ンバー5名で全国の販売会社と連携をとりながら、
診療圏調査や開業地の選定、事業計画書の作成、
人材採用、経営支援などトータルにサポートして
います。

医療経営士を知ったのは約3年前です。まった
く新しい医療経営の資格ができたということで興
味を持ち、2011年6月に3級、2013年10月に
2級を取得しました。3級受験に向けては『医療経

営士テキストシリーズ』（日本医療企画）を中心に学
習しましたが、2級については出題範囲が広く、
テキストも膨大であるため初めはどこから勉強し
ていいのかわかりませんでした。そんななかで大
変役に立ったのが、日本医療企画主催の「試験直
前ポイント整理講座」です。業務上、診療報酬に
ついての知識はあったのですが、財務会計や介護
保険制度などの分野が苦手で、講師の長英一郎
先生（東日本税理士法人副所長）が作成したオリジ
ナルの予想問題を解くことで、学習のポイントを
把握できました。

資格取得の成果としては、医師の先生方との会
話の幅が広がったことが挙げられます。担当取引
先の多くが診療所ですから、病院の経営について
は知識が曖昧な部分がありました。DPCや療養
病床の包括払いなど病院特有の制度を学べたこと
で、開業をめざす勤務医の先生に対しても、より
的確なアドバイスができるようになったのです。

当社には10名の医療経営士（2013年11月末
時点の正会員数）がいますが、今後はもっと多くの
社員に資格取得を推進していきたいと思います。

特に販売会社の営業担当者には医療機器だけ
ではなく、医療経営に関するより深い知識が必要
です。取引先の医療機関で院長や事務長から経
営に関する質問をされて、しっかりと回答できな
いようでは信頼を失いかねません。私はこれまで
の経験と資格取得の過程で得た知識を活かして、
社内勉強会を開催し、社員のスキル向上にも貢献
していきたいと考えています。

フ
ク
ダ
電
子
株
式
会
社

営
業
本
部
事
業
推
進
部
病
設
企
画
課

医
療
経
営
士
2
級

ヘルスケア関連企業クローズアップ

図1　3級資格認定試験　申込者等人数推移

図2　2級資格認定試験　申込者等人数推移
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第9回
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（人）

申
込
者
数

受
験
者
数

合
格
者
数

第1回
（2010年9月）

529503

390

517

408

281
366330

240

472
418

97

525
487

255
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526

266

664
590

265

914
853

961

845

1,039

925

323
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数
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合
格
者
数

188
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思いを伝えることが相互理解につながる
受賞を糧に、信念を持って邁進したい

第2回「全国医療経営士実践研究大会」演題発表受賞者からのメッセージ
全国大会の2日目（11月17日）に実施された、9人の医療
経営士による演題発表。それぞれに持ち味を発揮した発
表のなかでも、その高いプレゼン力を評価され、見事、最
優秀賞に輝いた稲葉明日香氏と、優秀賞を受賞した髙畑
愛氏、田中規差子氏の2人に、受賞後の感想をうかがった。

今回の発表では、私たちの病院がBCP策定に取
り組んだ約1年間の成果を報告しました。災害拠
点病院や大規模な医療機関ではなく、コストやノウ
ハウ面で制約のある小規模病院が、その取り組み
を発表することに大きな意義を感じたからです。

BCP策定の過程で非常時の行動手順にもなる
「ミッションシート」というツールが誕生しました。そ
の結果、策定メンバーの意欲が高まっただけでは
なく、各部署の業務改善にも広がりを見せ、病院
全体が組織として強くなっていく感覚を肌で感じま
した。普段、仕事をしていてこれほどワクワクした
ことはありません。その思いを「実践事例を交えて
伝えたい」という一心で演題発表に臨んだことが評
価いただけたと思っています。

思いを伝えることは、他者との相互理解に結び
つきます。たとえ意見の衝突があったとしても根底
に相互理解があれば、解決へ向けて前進できると
信じています。病院経営を考える医療経営士として、
この基本姿勢を忘れず、今後も病院の発展を目指
していきたいと考えています。

上司の勧めで演題発表を決めた当初は、総務課
の私が他部署の業務にどこまで関わっていけるの
か、とても不安に感じていました。特に連携システ
ムについては専門的な知識も技術もありません。
そこで、理解ある周囲の方々の協力を得ながら、
まずは「知ること」から始めました。今思えば、資格
を取得した私が本当に成長しているのかどうかを試
されていたのかもしれません。

医療経営士は必ずしも経営部門に配属されると
は限りません。しかし、どんな部署にいても、リー
ダー的な立場ではなくても、病院の目指す方向性
を理解し、他部署に働きかけていけば、経営に参
画することはできるのだと思います。そうした職員
が少しでも多く存在する病院こそが、これからの厳
しい経営環境を生き残っていけるはずです。

今回の受賞をきっかけに、当院における医療経
営士の活躍の場が広がり、資格取得を目指す若い
職員が増えることを期待しています。私はこれまで
以上に視野を広げ、先輩として彼らの目標になれ
るように努めていきたいと考えています。

医療経営士としての大きな役割の１つに組織を
活性化させて、業績を上げていくための仕組みづ
くりが挙げられます。当初は医療従事者以外の方
も参加する全国大会の場で「下肢静脈瘤レーザー
治療」という限局した演題テーマがふさわしいのか、
不安を感じていましたが、発表の真意はプロジェク
ト活動を通した仕組みづくりであり、そこがわかり
やすく伝わるように心掛けました。

地元福岡で開催された全国大会で受賞できたこ
とは大きな自信となりました。プロジェクトメンバー
が喜んでくれたことがなにより嬉しく感じます。数
値目標の設定は、時には重圧かもしれませんが、
皆で取り組んだ成果へと変わります。

今回のプロジェクトは、組織全体から見ればほん
の小さな歯車にすぎません。しかし、そこから得た
成果を横展開することで、他の歯車がいくつも回り
出し、やがては組織の大車輪が回ります。私の役
割は組織を動かすために小さな歯車に油を差しつ
つ、数多く回していくことです。今後もその信念を
持って邁進していきたいと思います。

最優秀賞
稲葉明日香氏
医療法人社団友愛会岩砂病院・
岩砂マタニティ経営企画室
医療経営士２級

優秀賞
髙畑  愛氏
公立松任石川中央病院
管理部総務課主査
医療経営士２級

優秀賞
田中規

み さ こ

差子氏
医療法人社団シマダ嶋田病院
経営企画部長兼地域連携室長
医療経営士2級

全
国
大
会
当
日
、
会
場

で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

（
有
効
回
答
数
47
件
）で
答

え
て
い
た
だ
い
た
回
答
の

一
部
を
紹
介
す
る
。

大
会
の
感
想
と
し
て
は
、

特
に
医
療
経
営
士
に
よ
る

演
題
発
表
に
つ
い
て
多
く

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

「
自
分
の
勉
強
不
足
を
感

じ
た
。
本
日
の
講
演
で
受

け
た
刺
激
を
も
と
に
、
明

日
よ
り
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」（
医
療
機
関
勤
務
）、「
な

か
な
か
現
状
を
変
え
る
の

は
難
し
い
が
、
今
回
皆
様

の
発
表
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
、
非
常
に
励
み
に
な

り
ま
し
た
。
明
日
以
降
の

業
務
で
実
践
に
移
せ
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」（
医
療
機
関
勤

務
）な
ど
、
現
場
で
医
療

経
営
士
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

る
姿
に
刺
激
を
受
け
た
と

い
う
回
答
が
目
立
つ
。

自
分
た
ち
と
同
じ
医
療

経
営
士
が
演
題
で
発
表
す

る
姿
は
、
来
場
者
に
と
っ

て「
自
分
た
ち
も
や
っ
て
み

よ
う
」と
一
歩
踏
み
出
す

き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

医
療
経
営
士
に
よ
る
演
題
発
表
が
大
き
な
刺
激
に

医
療
機
関
以
外
の
医
療

経
営
士
か
ら
も「
非
常
に

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
医

療
関
連
企
業
と
し
て
わ
が

社
に
で
き
る
こ
と
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

（
医
療
関
連
企
業
勤
務
）と

い
っ
た
意
見
が
聞
か
れ
、

多
様
な
職
種
で
構
成
さ
れ

る
医
療
経
営
士
の
強
み
を

感
じ
さ
せ
た
。

「
今
後
医
療
経
営
士
と
し

て
取
り
組
み
た
い
こ
と
」

に
つ
い
て
も
聞
い
た
と
こ

ろ
、「
病
院
改
革
に
正
面

か
ら
取
り
組
み
失
敗
し
ま

し
た
が
、
今
回
得
た
ヒ
ン

ト
を
も
と
に
色
々
な
角
度

か
ら
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
き
た
い
」、「
私
も
含
め

て
職
員
が
生
き
が
い
を

持
っ
て
働
き
続
け
ら
れ
る

病
院
づ
く
り
を
し
て
い
き

た
い
」、「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
構
築
を
し
て
い

く
上
で
、
住
民
を
巻
き
込

ん
だ
地
域
デ
ザ
イ
ン
に
関

わ
れ
る
仕
事
を
し
て
い
き

た
い
」（
い
ず
れ
も
医
療
機

関
勤
務
）な
ど
の
回
答
が

寄
せ
ら
れ
た
。

内
容
に
つ
い
て
は
満
足

の
声
が
多
か
っ
た
も
の
の
、

運
営
面
に
つ
い
て
は
改
善

に
関
す
る
ご
指
摘
も
い
た

だ
い
た
。
来
年
度
以
降
の

課
題
と
し
て
真
摯
に
受
け

止
め
、
来
場
者
に
満
足
し

て
い
た
だ
け
る
大
会
運
営

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

図　アンケート回答者の属性

演題テーマ
「ミッションシートによる
“使える”BCP策定に向けて
～病院BCP岐阜県モデル～」

演題テーマ
「当院が目指す
連携システムと地域医療のあり方」

演題テーマ
「下肢静脈瘤レーザー焼灼術導入における
プロジェクトの取り組み」

全
国
大
会
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

資格の
有無

勤務先

資格の
有無

勤務先

病医院勤務 73％

無記入 11％
その他 4％

大学・短大生 4％

金融機関勤務 4％

医療関連企業勤務
4％

不明 13％

非会員 23％

会員：
医療経営士 2 級 17％

会員：
医療経営士 3 級 47％

Do 
No

t P
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第
11
回
３
級
試
験
の

エ
ン
ト
リ
ー
受
付
中

２
０
１
４
年
２
月
16
日

（
日
）実
施
の
第
11
回「
医
療

経
営
士
３
級
」資
格
認
定
試

験
の
受
験
エ
ン
ト
リ
ー
を

ラ
ッ
カ
ー
の「
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」を
読
ん
だ
ら
』（
も
し

ド
ラ
）の
原
作
者
で
あ
る

作
家
の
岩
崎
夏
海
先
生

に
、『
も
し
病
院
の
職
員

が
ド
ラ
ッ
カ
ー
の「
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」を
読
ん
だ
ら
』を

テ
ー
マ
に
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
重
要
性
と
そ
の
要
諦

に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ

く
。第

Ⅱ
部
の「
新
春
の
集

い
」で
は
、
参
加
者
を
医
療

経
営
士
に
限
定
し
、
医
療

経
営
士
同
士
の
相
互
交
流

を
図
り
、
強
固
な
ネ
ッ
ト

各
所
属
先
で
受
験
の
ご
案

内
等
を
お
願
い
し
た
い
。

２
０
１
４
年「
新
春
講
演
会
」＆

「
新
春
の
集
い
」を
開
催

２
０
１
４
年
２
月
８
日

（
土
）に
東
京
都
千
代
田
区

の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

に
お
い
て
、「
新
春
講
演
会
」

お
よ
び「
新
春
の
集
い
」を

開
催
す
る
。

第
Ⅰ
部
の「
新
春
講
演

会
」で
は
、
２
７
０
万
部
を

超
え
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と

な
っ
た『
も
し
高
校
野
球
の

女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
ド

ワ
ー
ク
を
築
き
上
げ
る
機

会
と
す
る
。　

会
員
の
参
加
費
用
は
、

第
Ⅰ
部
が
３
０
０
０
円（
一

般 

５
０
０
０
円
）、
第
Ⅱ

部
が
３
０
０
０
円
。

第
１
回
医
療
経
営
士
１
級

試
験
の
第
二
次
試
験
終
了

第
１
回「
医
療
経
営
士

１
級
」資
格
認
定
試
験
の

第
二
次
試
験
が
、
12
月
１

日（
日
）に
東
京
都
内
で
実

施
さ
れ
た
。

当
日
は
、
８
名
の
受
験

者
が
、
口
頭
試
問（
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
形
式
）と

面
接
試
験
に
臨
ん
だ
。

第
二
次
試
験
の
合
格
発

表
は
12
月
25
日（
水
）。
こ

の
後
、
合
格
者
は「
資
格

認
定
審
査
」へ
と
進
む
。
２

０
１
４
年
３
月
に
は
、
初

の「
医
療
経
営
士
１
級
」資

格
認
定
者
が
誕
生
す
る
予

定
だ
。

医
療
経
営
士
資
格
更
新
対
象
者
の

更
新
延
長
措
置
に
つ
い
て

２
０
１
４
年
１
月
14
日

（
火
）に
認
定
期
間
の
満
了

を
迎
え
る
会
員
の
更
新
申

請
は
本
年
12
月
６
日（
金
）

に
受
付
を
終
了
し
た
が
、

更
新
意
思
の
あ
る
会
員
に

対
し
て
延
長
措
置
を
行
っ

て
い
る
。
延
長
措
置
を
希

望
す
る
更
新
対
象
会
員

は
、
協
会
事
務
局
ま
で
ご

受
け
付
け
て
い
る
。

エ
ン
ト
リ
ー
の
締
め
切

り
は
、
２
０
１
４
年
１
月

７
日（
火
）。
受
験
料
の
入

金
締
め
切
り
は
１
月
10
日

（
金
）。
受
験
料
の
入
金
を

も
っ
て
正
式
に
受
験
申
し

込
み
が
完
了
す
る
。

受
験
者
が
複
数
い
る
場

合
は
、
団
体
受
験（
受
験

料
の
請
求
、
受
験
票
、
試

験
結
果
通
知
、
合
格
証
は

受
験
者
全
員
分
を
団
体
担

当
者
へ
送
付
）も
受
け
付

け
る
。

本
協
会
会
員
の
方
に
は
、

日本医療経営実践協会

News
Topics

&

連
絡
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
延
長
措
置
の
対

象
者
は
、
新
規
の
認
定

カ
ー
ド
の
発
送
が
２
０
１

４
年
５
月
以
降
に
な
る

（
発
効
日
は
１
月
15
日
）。

２
０
１
４
年
１
月
期
限
分
年
会
費

未
納
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て

２
０
１
４
年
１
月
14
日

（
火
）で
年
会
費
が
期
限
と

な
る
会
員
の
年
会
費
支
払

が
本
年
12
月
15
日（
日
）で

期
限
を
迎
え
た
が
、
継
続

意
思
の
あ
る
会
員
に
対
し

て
、
支
払
期
限
の
延
長
措

置
を
行
っ
て
い
る
。
延
長

措
置
を
希
望
す
る
対
象
会

員
は
、
協
会
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
い
た
だ
き
た
い
。

　2014 年度の「医療経営士」資格認定試験のポスターが完
成しました。皆さまの職場やお取引先に掲示いただき、「医
療経営士」の認知度アップへ、ぜひ、ご協力ください。ポス
ターをご希望の方は、下記のアドレスへ、「医療経営士ポス
ター希望」と表題をつけ、御社名、ご担当者氏名、所属部署、
肩書き、ご住所、電話番号をご連絡ください。

E メール  info@jmmpa.jp

「医療経営士」資格認定試験2014年度
ポスターを差し上げます！

更新者ならびに新規会員の「認定証」は
1月中旬に発送いたします！

2014年「新春講演会」＆「新春の集い」のご参加も受付中！
12月1日（日）に第1回「医療経営士1級」資格認定試験の第二次試験が終了しました。い

よいよ2014年3月には「医療経営士1級」の資格認定者が誕生します。「医療経営士」の最上
級資格認定者として、さまざまな場面で協会活動にかかわっていただくことになりますので、
会員の皆様、そして今後１級を目指される方はご注目ください。

さて、まずは「認定証」発送のご案内です。2013年12月6日（金）締め切りの更新申請者
ならびに12月20日（金）締め切りの正会員登録・入会申請者（更新・認定審査を通過された方）
に、2014年1月中旬、「認定証」を発送いたします。この「認定証」は、試験の際の身分証明
書やセミナー・各種イベントの受講証などとしてご利用いただきますので、大切に保管・管
理をお願いいたします。

続いて、2級合格者の等級変更手続きについてご案内申し上げます。10月の試験で2級
に合格された3級会員の皆様は、合格証明書交付（合格証番号の発行日）から6カ月間が等
級変更登録期限となります。協会ホームページより「個人正会員登録変更申請書」をダウン
ロードいただき、必要事項をご記入の上、協会事務局までご送付ください。なお、更新事
務手数料として2,500円が必要となりますので、郵便局に備え付けの「払込取扱票」または
ATMよりご入金いただき、振替払込請求書兼受領証を等級変更申請書の裏面へ貼付してく
ださい。ご不明な点がございましたら、協会までお問い合わせをお願いいたします。

さて、2014年2月8日（土）に開催する“2014年「新春講演会」＆「新春の集い」”には、参加
お申し込みいただけましたか？　「新春講演会」では、作家の岩崎夏海先生に『もし病院の職員
がドラッカーの「マネジメント」を読んだら』をテーマに、マネジメントの重要性とその要諦につ
いて語っていただきます。会員限定の「新春の集い」は、さまざまな職場で活躍されている医
療経営士の皆様との相互交流や意見交換などを通じ、セミナーや研究会活動とはまた一味
違った自己研鑽の場となること請け合いです。2014年の会員活動スタートの機会として、
多くの皆様のご参加をお待ちしております。

それではまた次号でお会いいたしましょう。

▼ ▼ ▼協会事務局からのお知らせ

2014年2月8日（土）「新春講演会」＆「新春の集い」のご案内
『もしドラ』の岩崎夏海先生が、舞台を病院に移して組織マネジメントの重要性を説く!!

問い合わせ：一般社団法人日本医療経営実践協会　☎03-5296-1933

【第Ⅰ部】新春講演会　15：00～16：30（開場14：30）
テーマ：『もし病院の職員がドラッカーの「マネジメント」を読んだら』
講　師：岩

いわさき
崎 夏

な つ み
海(作家)

［プロフィール］
1968年７月生まれ。東京都日野市出身。東京芸術大学建築科卒。大学
卒業後、作詞家の秋元康氏に師事。放送作家として数多くのテレビ番
組の制作に参加。その後、アイドルグループＡＫＢ48のプロデュースな
どにも携わる。2009年12月、初めての作品となる『もし高校野球の女
子マネージャーがドラッカーの「マネジメント」を読んだら』を著し、270
万部を超えるベストセラーとなる。

【第Ⅱ部】新春の集い　17：00～19：00（開場16：30）
医療経営士（会員）限定の懇親会となります（申請中も含む）。
さまざまな職種・業種の志を同じくする医療経営士同士のネットワー
クづくり、仲間づくりの最大のチャンスです。ぜひご参加ください！
参加費
　第Ⅰ部　医療経営士（会員）：3,000円
　第Ⅰ部：一般：5,000円
　第Ⅱ部　医療経営士（会員）：3,000円
会場：アルカディア市ヶ谷（私学会館）
会場：東京都千代田区九段北4-2-25
お申込みはホームページから　http://www.JMMPA.jp 岩崎 夏海氏　　　　 　©徳永徹
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